2014年日本ゲノム微生物学会研究奨励賞・若手賞候補者推薦について

　下記の日本ゲノム微生物学会研究奨励賞・若手賞選考要綱に従い、2014年日本ゲノム微生物学会研究奨励賞および若手賞候補者の推薦を受け付けます。推薦書に必要事項を記入の上、
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に郵送してください。締め切りは2013年12月13日です（消印有効）。また、今回の選考委員は、久原　哲、田畑 哲之、津田 雅孝、饗場 浩文、林 哲也会員です。
============================================================================
日本ゲノム微生物学会 研究奨励賞・若手賞　選考要綱　（案）
（目的）
　ゲノム微生物学の推進と、微生物学の新しい研究分野に従事する研究者の育成を目的に、若手研究者による優れた研究を顕彰する。
（賞の選考）
１．顕彰方法等
　ゲノム情報を基盤とした微生物の普遍性や多様性等に関する基礎的研究、または、ゲノム情報を基盤とした微生物機能の医療、産業、環境分野等への応用的研究を行なっている本学会所属の若手研究者について、次の二つの区分ごとに原則として１〜２名顕彰する。
研究奨励賞:当該分野で顕著な研究実績を有し、我が国のゲノム微生物学研究を牽引する研究者で、本学会の更なる発展に貢献することが期待される４２歳未満（総会開催時の年齢）の会員。
若手賞:今後の我が国のゲノム微生物学研究の中核を担う若手研究者で、当該分野の更なる発展を目指し、本学会の活性化に寄与することが期待される３３歳未満（総会開催時の年齢）の会員。
２．選考委員会
　学会長は、評議員会の承認を得た上で、会員の中から選考委員５名を委嘱する。選考委員長は選考委員の互選により決定し、選考委員の氏名は公開とする。
３．選考方法
　会員から推薦された、あるいは、自薦の候補者について選考委員が慎重に審査を行い，受賞者を決定する。選考日程は、会長が、選考委員長と協議の上で決定し、会員に周知する。
（顕彰方法）
　年会において表彰（賞状と副賞）し、受賞講演を行う。
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	受賞候補者（　　　　　　）氏の推薦理由

	研究題目
	（和文）



	
	（英文）



	カテゴリー
	　研究奨励賞 又は 若手賞 と記入してください。

	【推薦理由】

（紙面不足の場合は、ページを追加しても結構です。）


	【発表論文リスト】

· 受賞候補者がFirst AuthorあるいはCorrespondence Author、および同等の貢献が明記されているものに限ります。また、日本ゲノム微生物学会研究奨励賞への推薦根拠とすることについて、共著者全員の同意を取っておいてください。推薦にあたり、同意書の提出は必要ありません。
· 記載に関しては、発表年の古い順に、原著論文とその他（総説等）に区分し、査読のない論文については【査読なし】と記載して下さい。
· 論文のPDFを電子媒体で添付して下さい。

· 研究奨励賞に応募する場合は、参考論文等［受賞候補者がFirst Authorではないが、受賞候補者が直接研究指導を行った大学院生の研究論文等や主要な役割を果たした研究論文等］がある場合には、そのリスト、別刷り（PDFを電子媒体で添付）、およびその内容についての簡潔な説明（様式自由：受賞候補者が果たした役割についても記載）を添付して下さい。


	【業績説明】

（主要論文に関する説明を、研究の意義や特色などがわかるように、また、各論文との対応が分かるように、受賞候補者本人が記述してください。A4用紙2枚まで。12ポイントのフォントを使用してください。研究奨励賞に応募する場合は、参考論文の内容についても、論文との対応が分かるような形で記載することも可能です。）


	【業績説明（つづき）】




